
札幌植物雑記帳(4)

クゲヌマランと前川文夫先生

原 松 次

キ ンラン属の うち黄色の花 をつ けるキ ンラン以

外の4種 はいずれ も自で道内 にあ り、 うれ しい こ

とに札幌 に も健在 であ る。 これ ら を.市内で の出会

いの頻 度で みる とユ ウシ ュンランはご く稀 、ギ ン

ラ ンとササ バギ ンラ ンは まず まずであ りクゲヌマ

ラ ンだけは各地 にある とい えよ う。 クゲヌマ ラ ン

はギ ンラ ンによ く似 ているが、花 の唇弁の距 は側

が く片の合せ 目か らそ の先端 をかす かにの ぞかせ

るだけで、 ギ ンランの よ うには っき り突 きで る こ

とはない。

クゲ ヌマ ランは前川先 生が1936年(昭11)に 発

表 したCephalantheraShizuoiRMaekawaで あ

る。和 名 は産地 名の鵠沼(神 奈川県藤 沢市)で 、

江 の島 と面 し当時 は名高 い保養 地だ った。種小 名

は本種 の研 究 を先生 に依 頼 した服部 静 夫(そ の地

で療養生活 中だ った植物生 化学者)を 記念 した と

い う。

私が本種 を初 めて手 に したの は室蘭時 代の昭和

48年/!973)で 、先 .生の大著 「原色 日本 の ラン、一

495PP・(1971)」 で それ と知 った。 しか しそ の解

説 の中 に先学者 がすで に発 表 した北海 道産 の、あ

る ランとクゲヌマ ランの 関係 が ど うもす っ きりせ

ず今後 の研 究 に待 ちたい 、 とあ った。 そ こで私 は

先生 に同定 をお願 いする こ ととした。登別 で とっ

たお し葉3点 と写 真2枚 を同封 、「クゲヌマ ラン

にちかい もの と思 い ます が?」 、49年7月 である。

唐突 の この お願 いに対 し折 り返 し次 の回答 をいた

だ き感激 した。

前略標 本並 びに写真到 着:し ました。 これ を拝見

する とどうもクゲヌマ ランの再検討 が必要 とな り

そ うです。 一原 色 日本 の ラ ンp .164一 で もふれ ま

したよ うに北海 道で一時 、問題 とな った もの です

が、 今回 ご送付 の もの に唇弁 の先 に黄色班 があ る

とあ り、 これで染色体 を除 いて クゲヌマ ランど・一一

致 します。 する とエ ゾ ノバクサ ンラン(武 田久吉

1910)、 エ ゾハ クサ ンラン(小 泉 源一一1929) 、 エ ゾ

ギ ンラン(中 井猛 之進1926:1な ど の和 名があ り ・

ノ∫『で1よCephalalltheraelegaIlsSchle{hter(1919)

が あ って、結 局 この学 名 とエ ゾノハ クサ ンランと

を併せ用 いるのが よい と思 い ます,北 海遭 の各地

と庁森 、 それに欝陵島、 岩手 、千葉 及び相模 の海

岸 が産地 です。 早 くクロモゾー ムの数 を知 りた い

もの です,と りいそぎ ご返事 まで」.

染 色体 の件 はど うなったか知 らない.

実 は 「日本 の野 生植物1、p207,q982)」 に 、

ギ ンランにはエ ゾギ ンラ ン、 クゲヌマ ラン及 びユ

ウ シユ ンランの種 内変異3種 があ りユ ウ シユ ンラ

ンは北海道 か ら九州 、クゲヌマ ランは本州 と四国、

エ ゾギ ンラ ンは本州 中部以北 及 び北 海道
、 そ して

ギ ンランは本州 か ら九州 に分布す る とある,こ れ

は前川先 生の見解 と大 きな開 きがあ るよ うに感 じ

たの でこ こに敢 て駄文 に まとめてみ た,,

さ て話 は後半 に移 る。1978年(昭53 .3)、 前 川

先生 か ら思 い もよ らぬ有珠 山調 査 の件 で手紙 が き

た。 「す っか りご無 沙汰 いた しま したがお元 気 で

何 よ りです、."有 珠 山の植 物"ど うもあ りが とう

ござい ました。 いろいろ と詳 しい調 査 も さる こと

なが ら、爆発 の影響 を ものべて お られるの は まこ

とにあ りが たい ことで した。 その被害 な どが よ く

わか ります。 それに私 は今度 、有珠山爆発 が或 い

はそ この 自生 の植物 に何等 かの種 形成的 な変化 を

与 えて いや しない か と思 い、 それを調べ た く文部

省の科研費 に申請 したのですが、幸 いに して通 っ

たな らば ひ とつご援助 をぜ ひお願 い したい と思 っ

て い ます。何 しろ富士 、箱根 で数多 くの種 形成 を

見て いるのですが 、具体 的 に爆 発 をみて そのあ と

に変化が生 ずるか も知 れないの は、今回が は じめ

てなので 、大 変興味 と期待 とを もってい るのです。

3月 終 りか ら4月 にか けて一 寸台湾ヘ カ ンアオ イ

類 の調査 に行 き、帰 りま してか ら貴地 に参 上 した

い と念願 して い ます。 どうぞ よろ し く。 とり急 ぎ

おん礼考 々ご依頼 まで」。

実 は私 は、有志 を誘 って洞爺植物調査 グループ

(10名)を つ くり期 間2ヶ 年 、4月 か ら10月 ま で

毎 日1回 と し、51年 春か ら活動 が入 っていた とこ

ろ、 た また ま翌年(1977)8月7日 、有珠 山が突

然爆発、一 瞬 に して死 の山 となって しまった。 そ

こで調査途 中の ま ま締 め く くったものが上記 の小
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一吝で ある

室蘭営 林署並 びに伊達警察署 に登山 申請 の丁・続

きをす ませ 、先生 の 一行(4名)を 迎 えたのは7

月12日 だ った.,滞 在 日数4～5日 、その 年は1()月

まで 毎月1回 、 さらに54年 度 は3月5月7月 に調

査 され た、、これ に対 し私が案内役 と してお伴 した

の は洞爺湖畔 の一周 、湖 内の中島 、五十三山 か ら

の コー ス、それ に木の実 団地か らの登 山の3日 間

である。

この よ うに短時 日にす ぎないが 、 この間私 は先

生 の素顔 に親 し く接 す るこ とがで きた.、コー ヒー

ハ ゥスで ウエ イ トレスが 、ボー イフ レン ドなのか、

長 なが と立話 を して いる と き、「なぜ ああ い うこ

とをす るのか ね、 こちらが先 でないの か」 とつぶ

Aや かれる
。湖畔 で赤い コブ シの実 に出合 った と き、

それが 欲 しい といわれるので、私 は近 くにあ った

丸太 を とり無 雑作 にな ぐりつ け枝 ご と採 った とこ

ろ、 「ひ どい方 法 だね」 とつぶ やか れる,,ホ テ ル

の温泉風 呂では、上 りぎわ にご自分 で使われ た桶

と台 はもちろんあ た りに散在 して いる もの まで 無

言で片づ け られた。 夕食 の席 で奥 さんの話がで た

とき、「シー内緒 だ よ、実 は中 井先生 の娘」 ∠×

と小声で いわれた。恩師 に対 する深 い畏敬 の念 を

伺 うことが で きる。奥 さんは中井猛之進 の長女、

昭11年 の結婚 、奇 しくも先生 が クゲヌマ ランを発

表 された年で ある。奥 さんは昭和48年7月(1973)、

そ して前 川文夫先生 は59年1月(1984)こ の 世を

去られた,

ユキザサ他

今その場所になくなった草花
加 藤 綾 子

雪笹 や遠 き想 いで い まあ らた(綾 白

之 は伊藤教授 との出 合いの一駒 で私の/乍で す

今な ら表だ間に合 い ますか ら履歴書 を出 しで下

さい との事務 局か らの御返 答 を頂 きま した,そ れ

が教授 会 にか か り伊藤教授 の教室 に廻 された との

事で した,

最 初の年 はス トさわ ぎの激 しい最 中で玄関 には

机や椅子 でバ リケー ドが築 かれ中 に入 れる状態で

はあ りませ んで した。や っ と授 業開始 、今 日は何

階の教室 か黒板 を見て3階 に、其 日々々で変更 に

な り ます、,当生学生気 質 と申 しまし ょうか、前の

授業 の黒板 の字 を今 入 って来 られた先生 が消 され

るの を見 てが っ くりしま した。何故 、習 う学生 が

消 して待 つ と言う事 を しないのでせ うか。

講義 の 中の植物 の新種発 見者の 中でいか に医学

者 が多 く名 をつ らねて いるのか も知 りま した。 正

門 を入 り農学 部の塔 の時計 を見て遅刻 しない よ っ

胸 をはず ませ て小走 しりに急 いだの も今 は昔 しと

な りました。

「この植 物σ)名は何 と言 うのでせ う」 とお尋 ね

します と 「花が咲 くとわか るのですが」 と仰 言 ら

れ、 大 きな顕微 鏡 を持 って来 られ、先程 の針 でつ

い た よ うな緑 の小粒 の 一片 を見 せ て下 さい ま し

た,そ こには眞黄色 に輝 く色素 が…一面 に拡 が って

ゐ ます。 自然 の神秘 に感動 し暫 くは其 の素晴 ら し

い美 しさか ら遠 ざか る ことは出 来 ませ んで した。

植物 の名 はスギバ アカシヤで した。

次 に之程直 に私 達の 身体 に必要 な自然の しくみ

と言 う事 を体 験 に よ って会得 した事 も初 め て で

す。 それ は白老 の湿 原地帯 に行 った時 の・事です。

この 日も伊藤会長 は公務 のため不参加 、原先生 が

代 り諸 先生方 と行 かれ植物 の名称其の他 いろい ろ

御説明下 され 、場所 は海が干 いて出来 た植物 林で

した,前 夜 来の豪 雨が去 った とは言へ まだ小雨 の

降 る中、時折 止 む ことはあ りますが、一 日中雨 の

中、途 中晴れ たら樽前 山 に登 りウル ッブ ソウに出

会 う手 はず も残念乍 大粒の 雨 とな り思 い をの こ し

て帰札致 しま した.
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